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一  般  質  問  通  告  書 

 
令和 6 年 5 月 23 日 

 
高山村議会議長 西原 澄夫 様 
 

高山村議会議員  高井 央葉    
質 問 事 項 質問の趣旨 

1、村民協働の村づ

くりに向けて 
 

 村政運営の方向性を示す最上位の計画である「第六次高山村総合計画」の

後期基本計画策定にあたり、昨年、村民の皆さんの視点による新たな意見や

発想等を計画に反映するとして「高山村みらいビジョン会議」が設置され

た。この会議では、応募された皆さんが 4 つのグループに分かれて協議さ

れ、今年 3 月には提言書が村長に提出され、ホームページでも公開されてい

る。 

後期基本計画策定に向けた今後の方針と、村民協働による村づくりににつ

いて問う。 

質問要旨と質問 

① 3 月に提出された提言について、今後行われる後期基本計画策定にはど

のように反映されていくのか。 

② 後期基本計画の策定から実施計画への移行はどのように行われるか。 

③ みらいビジョン会議のような位置づけの会議は、これまで各種団体の代

表の方に委嘱され開催されることが常であり、こういった村民協働とも

言える取り組みは高山村では初めてのように思うが、このような「みら

いビジョン会議」を取り組むに至った経緯は。 

④ 実施に向けても村民協働で行っていく考えはあるか、また今後、「村」の

主役である村民が一緒に考え一緒に動きながら作っていく、村民協働で

の「村づくり」を進める考えはあるか。 

 

質 問 事 項 質問の趣旨 
2、家庭から出す生

ごみ搬出について負

担軽減を 

 高山村は、人と自然にやさしい環境保全型農業にいち早く取り組んできた

先進地のひとつとして、家庭から出る生ごみも堆肥とするため、村民の理解

と協力を得ながら取り組んできた。今後もこの取り組みを進め、人と自然に

やさしい村を維持していくための方策を問う。 
 

質問要旨と質問 
① 生ごみの収集量は年間どの程度で、堆肥を作るための量としては足りて

いるか。 
② 生ごみの捨て方として、古新聞に包んで専用の紙袋に入れることになっ

ているが、新聞を取っていない家庭も増え、捨てられないという話を聞

く。対策について考えはあるか。 
③ どんなに水切りをしていても残りの水分の量や、重さによっては底が抜

けてしまうことがある。夏場など、外に干すこともあるが、猿などの心

配もあり、なかなか難しい。このような相談は今まであったか。またそ

れに対してどのように対応されたか。 
④ 乾燥タイプの生ごみ処理機で処理された生ごみでも堆肥として利用は可

能か。 
 


